
氏名 山田　昇平

学部担当科目

・日本語の歴史Ⅰ、Ⅱ
・古典日本語論
・言語文学Ⅰ、Ⅱ（四）
・基礎演習Ⅱ（三）
・国文学講読Ⅰ、Ⅱ（六）
・国文学演習Ⅰ、Ⅱ（七）
・国文学演習Ⅲ、Ⅳ（六）

授業科目

令　和　３　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本語学会、日本音声学会、訓点語学会、大阪大学国語国文学会

日本語音韻史、キリシタン資料

・学生と共に自主勉強「国語学（日本語学）の論文を読もう会」を行い、国語学分野における高度
な内容の論文を対象に読解を行った。

・2021年度教員免許状更新講習分担担当：教習名「書物をめぐる諸問題」

大阪大学大学院博士後期課程　修了

博士（文学）

国語学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

・以下の外部資金を獲得した。
中世後期・近世前期日本語の清濁に対する共時的研究
日本学術振興会 科学研究費助成事業 若手研究 2021年4月 - 2026年3月
山田 昇平
謡伝書の日本語学的研究――発音に関する記述を中心として――
野上記念法政大学能楽研究所 能楽の国際・学際的研究拠点 2021年4月 - 2023年3月
竹村明日香, 山田昇平

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・文学部教務委員会
・図書館委員
・男子バレーボール部顧問
・仮面ライダー研究会顧問

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目



共

単

単

単

単

③

③

（その他）

②

②

①「うむの下濁る」という言い習
わしの歴史

②

③

奈良の地名である「飛鳥」にまつわる語
源説を介し、地名語源の楽しみを紹介
した。

［コラム］「イエズス会とドミニコ会―ふた
つのローマ字表記体系の差異が示すも
の―」、［付録］「仮名・ローマ字綴り対
照表」を担当執筆

③

（学会発表）

広義の連濁をあらわす良い習わしであ
る「うむの下濁る」が発生・流布した歴史
的経緯を明らかにした。

①将門の笑い声 ——『平治物
語』の「しいとぞ笑ひける」、ある
いは中世の舌打ち行動につい
て——

②キリシタン・ローマ字文献を中
心にみたｔ入声

①飛鳥の地名をめぐって（リ
レー連載 奈良の風景23）

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①『キリシタン語学入門』

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2021年8月

2021年10月

平治物語』にみえる擬声語「しい」が舌
打ち音をあらわすことを明らかにし、か
つての舌打ちは広く感動をあらわす行
動であったとする見方を提出した。査読
有。

中世末期のt入声について、キリシタン・
ローマ字文献を主資料に検討を加え
た。査読有。

八木書店2022年3月

『国語語彙史の研究』
40、国語語彙史研究
会

『訓点語と訓点資料』
147、訓点語学会

『imajin21 』42、共同精
版

2021年10月

第124回国語語彙史研
究会

2021年12月


